
2022年埼玉県がん診療連携協議会 「PDCAサイクル部会」

「がん診療体制の質に関する調査」について理解を深める
①施設及び地域で参加するメリット
②地域で参加している他県の取組状況
③改善に向けての取組方法

「がん診療体制の質に関する調査」を活用した
各病院と地域のPDCAサイクルの構築
～調査継続の重要性と、地域として参画することの必要性～

水流（つる）聡子
東京大学 総括プロジェクト機構

Quality とHealthを基盤におくサービスエクセレンス社会システム工学総括寄付講座
特任教授

（工学系研究科 人工物工学研究センター 兼務）

若尾 文彦
国立がん研究センター がん対策研究所 事業統括
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体制 運用

第9回

出典：東京大学総括プロジェクト機構「QualityとHealthを基盤におくサービスエクセレンス社会システム工学」総括寄付講座

特任教授水流聡子・PCAPSがん質評価班
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第10回 第9回

出典：東京大学総括プロジェクト機構「QualityとHealthを基盤におくサービスエクセレンス社会システム工学」総括寄付講座

特任教授水流聡子・PCAPSがん質評価班
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埼玉県からの情報提供

１ 小児・AYA世代のがん患者等の妊孕性温存療法研究促進事業
 令和４年度からの変更点
 医療従事者向け研修会の開催

２ がん診療連携拠点病院等の指定要件見直し
 新たな整備指針について

３ がんワンストップ電話相談（治療と仕事の両立支援）
 現状について

４ がん教育
 外部講師の育成・活用

５ アピアランスケア
 医療従事者向け研修会の開催

６ 小児・ＡＹＡ世代の終末期の在宅療養生活支援
 現状について
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